
米国の乳牛における
高病原性鳥インフルエンザ情報

米国において、乳牛の高病原性鳥インフルエンザ感染事例が確認され
ています。
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牛の臨床症状
・食欲低下、泌乳量減少等
・重症例では粘稠な乳の排出
・死亡率が高い鶏への感染とは異なり、牛の症状は比較的軽く
１０日程度で回復

＊2003年以降、米国から日本への生体牛の輸入は停止されています

基本的な飼養衛生管理の徹底を！
国内で家きんや野鳥の高病原性鳥インフルエンザが発生しています。
牛舎内への野鳥対策についても今一度点検しましょう！


